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「♪ 音楽発表会 ♪」 
 １１月１５日（土）に開催いたしました音楽発表会では、たくさんの保護者の方々にお越しいた

だきありがとうございました。昨年度に引き続き、今年も学年入れ替え制をとらせていただきまし

たが、入場や再入場ではご協力をいただきましたことに厚くお礼申し上げます。 

 今年も各学年がそれぞれにテーマを設定し、いろいろと趣向を凝らして練習を積み重ねてきまし

た。子どもたちにとっても自らの成長の姿をたくさんの保護者の方々に見ていただいて、大きな喜

びと自信につながったと思います。 

 本年度の会場は、従来の縦長に戻しました。若干パイプ椅子席を少なくし、立見席を広くとって

みましたが、いかがだったでしょうか？見やすかったでしょうか？ 

今年も学年間の保護者の入れ替えが短時間でスムーズに行

われ、大きな進行の遅れはありませんでした。ご協力いた

だき、感謝申し上げます。会場の広さの関係もあり、全学

年の発表はご覧いただくことはできませんが、DVDも販売さ

れますので、そちらでご覧ください。くわえて、ＰＴＡ役

員の方々には、保護者誘導を中心としたお手伝いをいただ

きました。厚くお礼申し上げます。 

 

「折り合いをつけることの大切さ」 
１１月中旬に第２回学校運営協議会がありました。（学校ホームページにも詳細は掲載していま

す。）この会は、年３回、学校が推薦し、教育委員会が委嘱した委員（地域や保護者・幼稚園・中

学校の教員等）が集まり、小学校の運営や課題について協議する会です。その中で、最近、学校や

地域活動の中で、子どもたち同士のトラブルが起きた場合、ついつい自分の思いだけが優先し、な

かなか相手の思いを受け入れられない、考えられない児童が増えてきたのではないかという意見が

ありました。事案によっては、白黒をはっきりすべきものもありますが、１００対０というのは稀

なケースです。これは、大人の社会でも同じです。日常生活や仕事場でもA案とB案があり、どち

らにするか平行線の場合は、どちらの立場も少し歩み寄ってC案を考えるのが常套手段であり、建

設的な解決方法です。意見の相違があり、子ども達だけでは対話が難しい時は、教員や大人が間に

入り、サポートしながらC案を考えられるような場をつくることが大切ではないかという意見でし

た。自己主張は個をつくる礎となる大事な要素ですが、俯瞰的に物事を見ることができ、自分自身

で折り合いをつけられることは、更に大切なことです。そういう思い通りにならない経験を積むこ

とや対話の中で相手との接点を見出し、合意形成を図っていくことを繰り返しすることで、将来、

社会に出た時に、真に生きてはたらく力になるのだと思います。 
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＊赤い羽根共同募金は皆様のご協力のおかげで、１６，４２５円集まりました。ご協力くださりあ

りがとうございました。 

＊全校平和集会を１２月８日（月）に行います。兵庫県遺族会から浅井啓秀さん（戦没者の子）と

北浦基弘さん（戦没者の孫）に、戦争体験について子どもたち向けに話していただきます。 

＊12 月 29 日～1 月 3 日の期間は、学校閉鎖に伴い、機械警備となり、校舎へは入れません。ご

了承ください。 

＊子ども社会体験科 しくみ～なⓇ の社会体験活動（６年）が実施されます。株式会社日本総合研

究所が開発する、学童期の子ども向けの社会体験カリキュラムです。12 月 2 日～5 日に体育館

で行われる社会体験活動では、児童が実在する企業・団体の社員等となって活動します。地元企

業である、医療法人勝本 芦屋セントマリアクリニック様にも本活動にご協力いただきます。
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